青明舎　　フェイスシート
平成20年　10月27日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　　村上　元道　様　　　男・女　　　　昭和　45年　7月10日生（38歳）

	
	〒039-1104

住所　八戸市田面木字赤坂26-7　GHあおめＤ室
	電話　0178-47-4259

	
	
	携帯　08016561865

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成5年頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	約15年

	
	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	約7年8ヵ月

	医療機関
	青南病院（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	毎週火曜日

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神　2級

	経済状況
	生活保護
	月額　110,130円　（生活扶助91,730円　住宅扶助18,400円）

	
	その他
	無し

	障害程度区分
	非該当
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	青南病院デイケア

	住まいの場
	GHあおめ

	登録年月日
	H19年3月
	身長
	168cm
	体重
	61kg

	最終学歴
	光星学院高等学校（電気科）
	免許・資格
	危険物取り扱い（丙）、ガス溶接、

	
	
	
	トレース技能（3級）

	
	
	
	第2種電気工事士

	職　歴
	関電工地中線（千葉）

ハイテック（東京）

日研総業（千葉）

田中建設（千葉）

初見電設（茨城）

日研総業（栃木）

日総工産（千葉）

イトーヨーカドー

八戸額装（八戸・職親）
	H*1.*4～H*1.10

H*2.*2～H*3.*2

H*3.*8～H*3.12

H*4.*4～H*4.10

H*4.12～H*5.*3

H11.*7～H11.*8

H11.*9～H12.*4

H12.*7～H12.*8

H13.*2～H13.*8
	地中線工事

FAX・モーター図面作成

アルミ梱包作業

土木業

鉄塔工事

アルミ梱包作業

配電作業

仕出し作業

額入れ・掃除作業
	上司からいじめられた

人事異動が激しかった

給料が安かった

上司が好きではなかった

給料は良かったが上司の批判があった

仲間はずれにあった　給料の不満

大量服薬→入院

作業が大変だった

病状悪化

	保　護　者
	保護者　村上　実　様
	続柄　父　（同居・否）

	
	住所　八戸市南郷区大字市野沢字家口山11-1
	電話　0178-82-3685

	利用目的

· 就労についての相談を行う。



	入院・治療歴　初診日（平成5年5月）
	

	Ｈ5.5～Ｈ9.11

Ｈ9.11～Ｈ12.4

Ｈ12.4～Ｈ12.5

Ｈ12.5～Ｈ14.6　

Ｈ14.6～Ｈ18.2
	入院

通院

入院

通院
入院
	青南病院

青南病院

獨協医科大学病院

青南病院

青南病院
	＊経済的（入院費の未払い）理由で退院

＊H12.3服薬中断

＊2週間分の処方をまとめて服用し、昏睡状態となる。

＊青山荘入所しながら通院

＊「死にたいと思った」と神奈川へ無断外出する

	生活歴

S45南郷村にて同胞5名第3子として出生。光星学院高等学校卒業し就職。しかし、短期間で退職し、その後も職を転々とする。H5.3頃仕事が決まらず岩手県北上市に転居。平成5年4月パチンコ屋に寄った際、通帳・免許証・資格免許証の盗難に遭う。以後帰郷するが、毎日引きこもるようになる。その頃より不眠、「お前は馬鹿だ。」「お前なんか死ね。」等の幻聴が出現し、夜間睡眠できなくなる。＊同年5月包丁を持って暴れ、警察・保健所同伴にて青南病院受診し入院。薬物療法など治療を行うが、経済的な事情により症状寛解しないまま退院となる。退院後は県外就労し生活するが症状が沈静化すると服薬中断する。平成12年4月幻聴出現、大量服薬により昏睡状態となり獨協医科大学病院へ緊急入院となる。退院後は家族との折り合いが悪い為伯父宅に世話になっていたが、自立したいと青山荘入所希望し、H12.8入所となる。青南病院へ通院加療を続けているが、被害妄想・イライラ感出現し、H14.6.26無断外出。神奈川の姉宅に向かっているとの連絡が入り、家族の説得にてH14.6.29帰八し、青南受診し入院する。その後症状は沈静化し、平成18年2月10日青山荘入所となる。服薬管理、生活リズムが安定した為、平成20年9月1日に青山荘を退所する。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・両親、長男が南郷区の実家で同居

・両親は農業を営んでいる。

【父親】青山荘退所ケア会議に出席するが、青山荘退所日には農作業が忙しく立会いには来られない。

・本人へ対し金銭の融資を依頼することが何度かあったが、最近は無い様子。


	氏　名
	村上　元道　様
	男・女
	生年月日
	　昭和45年　7月　10日　（38歳）


	長期目標（中期・短期）

	（長期）就労をして、自立した生活を送りたい。

（短期）・安定した生活リズムを意識する。


	これまでの経過　（前回評価日　青山荘入所中　20年　7月　28日）

	・平成20年9月1日に青山荘退所し、グループホームあおめでの生活を開始する。
【生活について】
・青山荘退所後は、デイケアに通所する事ができており、生活リズムについては大きな乱れは無く過ごしている。

・9月24日に市役所に行き住所変更、住基カード等の手続きを行っている。住基カードは身分証明などに使うと話している。特に問題なくスムーズに行うことが出来ている。

・10月6日に青明舎スタッフ同行で、携帯電話の購入を行っている。本人と相談して、携帯機種代、基本料金を合わせて約3千円と決めている。本人へは無料通話代を超え使用するとその分の料金が更に掛ることを説明している。本人は携帯代金を生活費の中から5千円までと決めているが、必要以外は使わないように伝えている。

【うみねこ幸房　就労について】
・青山荘を退所して1ヵ月経ちグループホームでの生活にも慣れてきており、本人が主治医へ相談しうみねこ幸房の利用について了承を得た為に、10月7日に青明舎スタッフ同行しうみねこ幸房の見学を行っている。見学では、うみねこ幸房のスタッフから一通りの作業内容の説明を受けている。解らない事等はスタッフに質問する事ができている。

・うみねこ幸房の見学後に本人と面談を行っている。本人は「いきなり正式利用には不安がある。作業もやってみないと自分にできるのか不安である。」と話す。こちらかはまずは、うみねこ幸房の作業を体験し、作業に慣れてきてからの正式利用することを伝えている。本人へは体験利用であるために、調子が悪い時などは、休んでも良いことを伝えている。また、無理をしないことと、焦らないで行うことを伝えている。体験利用の日程については本人と相談してますは、10月22日23、24、29、30、31日の計6日間としている。

・10月22日から体験利用を開始している。職員から本日の作業内容と、体験利用の日程についての説明を受ける。本人は体験利用では一通りの作業を希望している事を伝えている。

・10月22、23、24日と3日間の体験利用（パン作業に2日間、ランチ1日間）を行っている。本人の感想として、「パンの成形作業は見ていると簡単にできそうだけど実際にやってみるととても難しかった。少し疲れました。」と話している。

【今後について】

・体験利用終了後に、本人と面談を行い、正式利用について具体的に話し合いを設ける。また、デイケアの日程調整やナイトケアの利用も視野に入れ各関係機関のスタッフを交えての話し合いを行うこととする。うみねこ幸房の正式利用が決まったら本人へ利用までの手続き方法についての説明を行う。また、正式利用後はうみねこ幸房で収入があるために、生活保護の担当の方とも相談を行こととする。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	・うみねこ幸房の利用について
	【環境の変化について】
・環境の変化に対して敏感である為、本人へ解りやすく順序立てて説明を行う。
・焦ってしまい、先走ることもある為、面談を行い本人が納得できるように説明を行う。

・各関係機関での情報の共有を行い、ケア会議を行っていく。
	　2ヶ月

	・生活リズムの安定
	・世話人との情報の共有を行い、本人に変化がある場合には青明舎の訪問を集中的に行う。

・グループホームで生活しながら、本人の精神面、体調面の変化について本人から相談、変化があった場合は関係機関と情報共有を図り、対応を検討していく。
	　3ヵ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

31歳　栃木県在住





28歳　東京都在住





41歳　南郷区在住





38歳　神奈川県在住





38歳　本人





34歳　秋田県在住





南郷区在住


74歳





南郷区在住68歳








